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研究成果の概要（和文）：　この研究は，「人びとがどのように恋愛から結婚へ，さらに出産へと進むのか」を量的調
査によってデータ収集し，家族形成における格差を解明することを目的としている．そのために，「人びとのつながり
が強いほど，家族形成を促進するのではないか」という仮説をたてた．
　第一年度に「2013年家族形成とキャリア形成についての全国調査」をパイロット調査として（対象者は全国20～69歳
4993人），第二年度に「2014年家族形成とキャリア形成についてのプリテスト」（対象者204人）を実施した．そのう
えで，第三年度に本調査「2015年家族形成とキャリア形成についての全国調査」を実施した（対象者1万2007人）．

研究成果の概要（英文）：This project investigates how people proceed from love to marriage to child 
bearing by collecting quantitative data. It is supposed to clarify inequalities in family formation. For 
this purpose, we hypothesize that strong networks will accelerate family formation processes.
 In the first year, we conducted a pilot survey "2013 National Survey on Family Formation and Career 
Formation in Japan" with 4,993 respondents (aged from 20 to 69). In the second year, "2014 Pretest on 
Family Formation and Career Formation in Japan" was conducted with 204 respondents. In the final third 
year, we collected data in "2015 National Survey on Family Formation and Career Formation in Japan" with 
12,007 respondents.
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１．研究開始当初の背景 
(1) 日本社会はかつて、ほぼすべての人が一
度は結婚する「皆婚社会」であった。ところ
が、1980年代から未婚者がふえはじめ、2010 
年には男性の生涯未婚率（50 歳時未婚率）
が 19.4%、女性 9.8%へと上昇して未婚化が
すすんだ。同じ時期に少子化が進行し、合計
特殊出生率（1 人の女性の平均出産数）が
1925 年に 5.1 だったのが、1950 年 3.7、
2010 年 1.4 へと低下している。いっぽう、
結婚形態はかつて見合いが中心だったが、
1960 年代後半に恋愛結婚が上回った。2005 
年で見合い結婚 6.2%にたいして恋愛結婚
87.2%となり、恋愛結婚化がすすんだ。 
 つまり、ここ数十年で恋愛結婚化、未婚化、
少子化が同時に進行した。そのため、いわば
恋愛を開始する際の「恋愛の壁」、恋愛から
結婚への「結婚の壁」、結婚から出産への「出
産の壁」が出現し、どれも乗りこえた人だけ
が子どもをもつことができたといえる。 
 
(2) では、こうした壁はすべての人に平等に
立ちはだかるのだろうか。それともある階層
の人には壁が低く、別の階層には高いのだろ
うか。もしこのことを解明できないと、とも
すれば家族形成を通して階層格差が再生産
され、拡大しかねない。 
 ところが、これまで国内でも国外でも、恋
愛、結婚、出産における社会的格差を同時に
あつかったデータは存在しなかった。たとえ
ば、佐藤他編『結婚の壁』は恋愛から結婚へ
の移行と、結婚から出産への移行における社
会的格差を分析している。しかし、それぞれ
の使用データが異なるので、一貫したメカニ
ズムを描けなかった。 
 
２．研究の目的 
(1) これまで、ソーシャル・キャピタル（人
びとのつながり）がどのように家族形成に影
響するのかをしらべるために、「社会階層と
ライフスタイル調査」を実施した。その結果、
ソーシャル・キャピタルが多い人ほど、結婚
しやすいことをあきらかにした。 
 しかし、データ不足から、なぜそのように
なるのか、さらに出産にどうつながるのかを
分析することができなかった。この溝を埋め
るためには、人びとがどのように（異性同性
ふくめ）ネットワーク形成してきたのか、そ
の履歴を詳細に調べることが課題となって
いた。 
 
(2) そこで、全国の人びとを対象としたアン
ケート調査を実施し、人びとのネットワーク
履歴をソーシャル・キャピタルとして測定す
ることで、典型的な家族形成パターンを抽出
する。その結果、少子化回避のために、だれ
にどのような支援が必要かを具体的に政策
提言することを目指した。 
 
３．研究の方法 

(1) この研究は、家族形成において人間関係
のネットワークの役割に注目する。こうした
ネットワークは、ソーシャル・キャピタルと
よばれる。もし家族形成の社会的格差が存在
するとすれば、その格差は、ソーシャル・キ
ャピタルによって埋められるのだろうか。そ
れとも、ソーシャル・キャピタルはかえって
格差を拡大するのだろうか。 
 このことを解明するために、「人びとがど
のように恋愛から結婚へ、さらに出産へと進
むのか」を量的調査によってデータ収集する。
そこで、「人びとのつながり（ソーシャル・
キャピタル）が強いほど、家族形成を促進す
るのではないか」という仮説をたてた。信頼
できる人が多いほど、コミュニケーション能
力が向上したり、よい人を紹介してもらえる
ため、恋愛や結婚のチャンスが上昇するかも
しれないからである。 
 
(2) 第一年度に「2013 年家族形成とキャリ
ア形成についての全国調査」をパイロット調
査として実施した（対象者は全国 20～69 歳
4993人）。インターネット調査であり、母集
団は全国男女 20～69歳個人モニタ約 100万
人であった。サンプリングは、47都道府県と
男女について、2010 年国勢調査による人口
比例で割りあてた（94 セル）。セルごとに回
収し、割りあてに達したら打ち切った。 
 
(3) 第二年度に「2014 年家族形成とキャリ
ア形成についてのプリテスト」を実施した
（対象者 204 人）。インターネット調査であ
り、母集団は全国男女 20～69 歳個人モニタ
約 100万人である。サンプリングは、男女と
10 歳ごと年齢階級について、2010 年国勢調
査による人口比例で割りあてた（10 セル）。
計画標本を 1500人とし、最初の 204人で打
ち切った。そのため、セルごとの回収はして
いない。追加依頼はしていない。 
 
(4) そのうえで、第三年度に本調査「2015
年家族形成とキャリア形成についての全国
調査」を実施した（対象者 1万 2007人）。イ
ンターネット調査であり、母集団は全国男女
20～69歳個人モニタ約 90万人である。サン
プリングは男女、10歳ごと 5年齢階級、6地
域（北海道東北、関東、中部、近畿、中四国、
九州沖縄）によって、2010 年国勢調査によ
る人口比例で割りあてた（60 セル）。セルご
とに回収し、割りあてに達したら打ち切った。
追加依頼をした。  
 
４．研究成果 
(1) 恋愛の壁については、世代ごとの恋愛経
験を比較することで、男性はここ数十年の間
に積極的なグループと消極的なグループに
二極化したことがわかった。一方、女性は全
体として積極的になっていた。おそらく、そ
のような規範意識が仲間うちで普及したた
めであろう。ただし、学歴による違いはなか



った。 
 
(2) 結婚の壁については、結婚前の交際人数
に着目し、ソーシャル・キャピタルとして役
割を分析した。その結果、学歴によってメカ
ニズムが異なることがわかった。中卒と高卒
のグループでは、交際人数が多いほど結婚す
るチャンスが上昇した。一方、短大・高専・
大卒のグループでは、交際人数がほどほど（3
～4 人）のときにもっとも結婚でき、これ以
上になるとチャンスがかえって低下した。た
だし、男女や年齢による違いはなかった。 
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(3) 以上から、ソーシャル・キャピタルが豊
かなほど、家族形成がスムーズであることが
明らかになった。ただし、出身階層や自分の
階層の影響は、限定的であった。 
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